
 ３月 東北南部布教区

 ４月 北大阪布教区

 ５月 関越布教区

 ６月 北九州布教区

 ７月 静岡布教区

 ８月 道南布教区

 ９月 乗泉寺布教区

10月 清風寺布教区

11月 阪神布教区

全国巡回助行

今後の予定

内陣に座ると目の前には繊細かつ迫力

のある素晴らしい彫刻のお道具。下調

べしていた水戸の事をお話して打ち解

けたところで寒参詣の御法門を拝ませ

ていただき

ました。御

住職と妹の

石津さんに

は大変お世

話になりま

した。

お寺に到着すると、本堂からお題目の

音声が！ 早速、改良服をはおりお袈裟

を付けて本堂へ、シッカリお看経をい

ただいて激励の御法門をさせていただ

きました。御導師とご信者の素敵な笑

顔が印

象的で

有り難

いお助

行でし

た。

寒参詣中、外はまだ暗く、堂内は厳か

な雰囲気、流石は関東根本道場。立派

な本堂と大きな御尊像様は最高に有り

難く、ご信者の真剣な眼差しが印象的。

境内からスカイツリーを見上げました。

夕方の中途半端な時間でしたが、大勢

のご参詣でした。明るい本堂に若い御

住職、太鼓の達人の軽快なリズム。お

看経も大いに盛り上がりました。可愛

い子供たちにもご参詣いただきました。

東北初の巡回助行でした。お看経後、お

茶をいただきながら色々なお話が出来ま

した。東北の現状、青少年の法灯相続に

気張られていること。原発事故後の生活

の問題など聞

かせていただ

きました。青

年会のご参

詣もあり嬉し

かったです。

今回の巡回助行最終寺院。濱野御住職

に負けじと大きな声でお題目を上げさ

せていただきました。働き盛りの星和

義さんからご自身の法灯相続エピソー

ドを聞かせて

いただき感動

しました。人

情味ある下町

の有り難いお

寺でした。

いつも笑顔の御住職とは学生時代から

のお付き合いで、のびのびとご奉公さ

せていただけました。寅さんの舞台か

ら飛び出て来られたかの様な人情味あ

ふれるご信者の皆さん。僕の拙い激励

にシッ

カリ耳

を傾け

ていた

だきま

した。

10 時から布教区弘通促進口唱会をし

ておられ、小川布教区長に迎えていた

だき途中から参詣。激励をさせていた

だきました。文化フライ等の下町談義

にも花が咲き、盛り上がりました。雪

の予報が

スッカリ

晴れて有

り難かっ

たです。

外観は鉄筋コンクリート、内陣は伝統的

な木造造りの立派な本堂。一生懸命お看

経を上げさせていただいた後に激励御法

門をさせていただきました。昨年帰って

こられた

宣仁師と

素敵なご

信者方の

今後のご

奉公に期

待です。

御導師のご指導なのか皆さんもキリッと

した印象。御導師と御弘通について様々

なお話ができ、ありがたかったです。カ

ラー刷りの通信「即是道場」と青年会報

「蓮のつぼ

み」も素晴

らしく、青

年会員にお

給仕いただ

きました。

　

い
わ
き
・
妙
運
寺
へ
参
詣
。
御
弘
通
の

現
状
と
、
今
も
な
お
続
く
原
発
事
故
後
の

被
害
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
車
で
避
難
指
定
解
除
地
区
と

な
っ
た
富
岡
町
か
ら
現
地
に
入
り
、
帰
還

困
難
地
域
（
線
量
が
高
く
、
バ
リ
ケ
ー
ド

な
ど
で
物
理
的
な
防
護
措
置
が
実
施
さ
れ

て
い
る
地
域
）
大
熊
町
、
双
葉
町
の
立
ち

入
り
禁
止
バ
リ
ケ
ー
ド
の
前
ま
で
行
っ
て

来
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
と
化
し
た
町
中
に
は

一
面
に
除
染
土
が
入
っ
た
黒
い
ビ
ニ
ー
ル

袋
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
放
射
能
測

定
器
の
ア
ラ
ー
ム
は
除
染
目
標
値
を
超
え

鳴
り
っ
ぱ
な
し
で
す
。
住
宅
街
で
は
除
染

作
業
と
、
雨
で
山
か
ら
の
放
射
能
物
質
の

流
出
が
繰
り
返
さ
れ
、
終
わ
り
の
見
え
ぬ

現
状
で
す
。

　

い
わ
き
市
で
は
、
事
故
後
に
生
ま
れ
た

五
歳
の
子
ど
も
が
、
甲
状
腺
癌
を
発
症
し

た
と
聞
き
ま
し
た
。
今
回
、
福
島
県
の
現

状
を
見
て
、
震
災
と
原
発
事
故
の
問
題
は

別
物
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
現
地
に
は
、

自
宅
に
帰
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
、
放
射

能
の
恐
怖
と
戦
い
な
が
ら
暮
ら
す
人
が
お

ら
れ
ま
す
。

　

宗
門
で
は
、
そ
ん
な
福
島
の
人
た
ち
を

支
援
す
る
た
め
に
ワ
ン
コ
イ
ンto

ワ
ン

ボ
ト
ル
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
ご
協
力
下
さ
い
。　
　
　

 

　
　
　
　
　

 

弘
通
部
長 

山
内
良
鷲　

記

小
学
校
4
年
生
の
頃
に
麻
由
紀
さ
ん(

現
・

照
隆
寺)

か
ら
誘
わ
れ
て
始
め
ま
し
た
。
七

段
返
し
は
途
中
ま
で
耳
で
覚

え
て
い
た
の
で
叩
い
た
ら
驚

か
れ
た
の
を
今
で
も
覚
え
て

い
ま
す
。
御
会
式
が
デ
ビ
ュ

ー
だ
っ
た
の
で
毎
日
、
夕
看

経
で
練
習
し
て
い
ま
し
た
。

時
々
、
お
教
務
さ
ん
や
ご
信

者
さ
ん
に｢

今
日
の
法
鼓
は
良

か
っ
た
！
い
い
お
看
経
が
上
が
っ
た
わ｣

と

言
わ
れ
る
と
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
「
お

看
経
と
一
体
に
な
っ
て
流
れ
る
よ
う
な
法
鼓

を
叩
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
精
進
し
ま
す
。
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柳
澤
恵
理
子
さ
ん


